
〈寄付・募金報告〉～ありがとうございます～ 

①能登半島地震 被災地義援金  

令和 7年度 義援金累計額 40,334 円 

奥沢地区祭礼・新春奥沢地区祭りにて、皆様よりいた

だきました義援金は、石川県能登半島地震義援金口座

に送らせていただきました。 

 

②ご寄付等 

令和 7年度 寄付金等累計額 103,426 円 

・奥沢地区祭礼かき氷販売収益 82,600 円 

・豊島工務店様   20,826 円 

かき氷の売上金やいただいたご寄付は奥沢地区社

会福祉協議会の事業に活用させていただきます。 

（４）                  おくさわココロン                    N0.57  

奥沢地区の催し物ご案内 

日  時 内  容 時間・場所等 

7 月 3 日(金)・4 日(土) 
さぎ草展 3 日(金)10 時半~16 時・4 日(土)10 時~15 時 

(身近なまちづくり推進協議会) 奥沢区民センター本館(奥沢 3-31-6  1 階) 

7 月 25 日(土)・26 日(日) 
創立 80 周年記念 

奥沢交和会 納涼盆踊り大会 
17 時半~ 奥沢小学校 

7 月 31 日(金) 飯ごう炊はん(青少年地区委員会) 横浜市こども自然公園青少年野外活動センター 

9 月 12 日(土)・13 日(日) 奥澤神社 例大祭 終日 奥澤神社付近を中心とした地区内全域 

10 月 17 日(土)・18 日(日) 
奥沢文化祭 両日とも、10 時~16 時 

(奥沢区民センター運営協議会) 奥沢東地区会館・奥沢区民センター本館 

6 月 29 日現在の情報です。詳細はお問合せ下さい。 
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奥沢地区社会福祉協議会(以下、奥沢地区社協)では、昨年度に引き続き通年での会費募集をさせていただきます。 

皆様からご協力いただいた社協会費をもとに、児童館が未整備な奥沢地区において子どもたちが集える場づくり(なかよし子どもスペース)や、高齢者 

人口の割合が高い特徴を踏まえ、健康寿命を延ばすべく、健康増進事業(インボディ測定会)の実施など、地区課題に応じた取り組みを行っております。  

  

 

  

 

 

 

 

 
◎ご協力いただける方には、地区社協事業を担う地域福祉推進員が直接社協会費を頂戴しに伺います。 

また、下記口座（ゆうちょ銀行）へのお振込みによるご協力も可能です。 

お近くの地域福祉推進員、または本紙上部に記載している電話番号までお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

◎令和 7 年度より確定申告による所得控除、または税制控除のどちらかを選択し、優遇措置を受けられる場合があります。 

※法人からご協力いただく会費は、法人税上の「損金算入」の対象となる場合があります。 

 

 

 

 

 

振込先 
社会福祉法人世田谷区社会福祉協議会 

郵便振替口座番号 00140-5-544151 

発行：奥沢地区社会福祉協議会 東京都世田谷区奥沢 3－15－7 奥沢まちづくりセンター内 

本紙掲載の内容に関するお問い合わせは下記へお願いします。 

  Tel.070-3946-9796       e-mail：okscocoron@yahoo.co.jp 

新しい年度になっての各所の顔ぶれをご紹介します。よろしくおねがいいたします。 

奥沢地区 

社会福祉協議会 

玉川消防署奥沢出張所長さんが着任されました。 

 
 

 

会費額（年額） 

一般会員：  300 円以上 

特別会員：5,000円以上 

法人会員：5,000円以上 

※法人からご協力いただく会費は、法人税

法上の「損金算入」の対象になります。 

。   

 

＜会費の使われ方＞ 皆様にご協力いただいた会費 

奥沢地区社協の活動に 

活用されます 

世田谷区社協が行う全区的

な事業に活用されます 
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奥沢まちづくりセンター 

清水所長    和田係長  

佐藤      青木     白石 

左から 

奥沢地区担当  

町山・吉田 

玉川地域事務所所長 

河本 

【編集後記】令和８年度の事業計画が決まり、早速スタートしました。

皆様のご協力ですすんでいく折々の活動の様子を、おくさわココロンで

お届けしていきます。どうぞ、お楽しみに！ 

鈴木所長ご挨拶    

安全・安心なまち奥沢地区を目指して、皆さまとともに 

防火・防災に取り組んで参りたいと思います。 

どうぞよろしくお願いたします。 

奥沢あんしんすこやかセンター 

6 月 1 日付けで新たにあん 

しんすこやかセンターに 

職員が 2 名入職しました。 

上写真左から 

渡邉綾香（社会福祉士）、 

青木一生（介護福祉士）。 

写真上段左から、山﨑、清水、高野、田島、山中、岡留 

写真下段左から、内藤、小山（管理者）、吉積 

社会福祉士、保健師、主任介護支援専門員が在籍しています。 

清水所長 

誰もがいきいきと安心して暮らせるまちを 

目指し、まちづくりや防災活動を進めて 

まいります。 

引き続きよろしくお願いいたします。 



 （２）                  おくさわココロン                    N0.57 
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奥沢地区社会福祉協議会の令和 8 年度総会は、令和 8 年 4 月 24 日（金）に奥沢まちづくりセンター 

２階活動フロアーで開催され、審議の結果、令和 8 年度の事業計画が決まりました。 

令和 8 年度も、策定された事業計画に基づき、既に始動している取り組みを含め、地域福祉の充実と安心して暮

らせる福祉のまちづくりを着実に進めてまいります。 

以下、今年度の事業計画につきまして事業名毎に計画概要をご案内致します。 

  

１．地区社協運営事業 総会、運営委員会等の開催 

２．広報事業     ①広報紙「おくさわココロン」発行（6月・12月・3月） 

             ②「リーフレット」発行（適宜） 

３．福祉啓発・    ①奥沢地区祭礼へのかき氷、ＰＲブース出展（9月中旬） 

  健康増進事業   ②インボディ測定会の実施（5月） 

           ③新春奥沢地区祭りへの出展（1月中旬） 

           ④ココロン椅子の設置（適宜） 

           ⑤成年後見制度関係のセミナー・相談会の開催（適宜） 

４．福祉学習推進事業 ①地区内小学校への福祉学習の実施（10月頃） 

５．福祉活動団体   ①地域活動団体などへの支援（７団体他） 

賛助事業     ②福祉活動団体など他団体との関係づくり・連携強化（適宜） 

６．研修事業     ①推進員研修会を年２回（座学・バス研修各1回）開催（8月・２月頃） 

７．子育て支援事業  ①子育て事業関係者交流会への参加（適宜） 

           ②子どもの居場所づくり（なかよし子どもスペース、毎月第４木曜） 

８．地域福祉支援事業 ①食で応援プロジェクトの実施 

（7月・12月、他啓発事業ごと） 

           ②食品配布の実施（通年・適宜） 

           ③「ご自由にどうぞ」の実施（適宜） 

９．社協会費・    ①社協会費募集（通年受付） 

  歳末募金事業   ②歳末たすけあい地域支えあい募金事業 

（11～12月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 16 日(土)・17 日(日)、早くも夏が来たような青天の下、奥沢本町商店会主催の奥沢駅前音楽祭が 

２年ぶりに開催されました。 

駅前噴水広場の特設ステージでは、全 29 組の熱気溢れるパフォーマンスが行われ、たくさんの観客で賑わい

ました。 

奥沢地区社会福祉協議会は後援団体として参加し、あんしんすこやかセンター、民生委員・児童委員協議会と

一緒に、パンフレットやポケットティッシュの配布による PR 活動を行いました。 

それぞれのマスコットキャラクター、ココロン・あんすこ君・ミンジーが「可愛い♡」と手に取ってくださる

方が多くいらっしゃいました。 

平成１９年に奥沢地区社協設立早々に始まったインボディ測定会。当初は駅前の噴水広場やロイヤルライフ 

奥沢の入口広場をお借りして行いました。第５回目から、当時の大脇病院のロビーで、病院のイベントとコラボ

して行ったりして、最高参加人数は 300 名を超えることもありました。コロナがあったり、病院が使えなくなっ

たり。それでも、コロナ後は奥沢まちづくりセンターの 2 階フロアーで申込制で行い、今回 31 回目の参加者は

117 名でした。 

測定には保健センターの田中先生、相談には理学療法士の三谷先生(ふくろうクリニック)、柴田先生(Gen.)、

看護師の三小田先生(LE 訪問看護リハビリステーション)、保健師の小山さん(奥沢あんしんすこやかセンター 

管理者)、運動指導員の石澤先生(保健センター)がご協力してくださいました。ありがとうございます。 

加えて、13 名の担当スタッフの皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

 

5 月 24 日（日） 第 31 回 インボディ測定会 開催しました 

 
令和８年度の事業計画 決まる！ 

『第 19 回 奥沢駅前音楽祭 開催』 


